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問 南島原市農業用廃プラスチック等適正処理推進対策協議会事務局
市役所農林課　☎７３－６６６１ または JA島原雲仙 経済課 ☎６１－０２２８

不法投棄を防ぐために監視カメラを設置します

　最近、農業用廃プラスチックの指定日以外の排出や指定袋以
外の方法による排出が増加し、対応に苦慮しています。
　このような不法投棄が続けば、回収場所の閉鎖も検討せざる
を得なくなり、農業者の皆さんの不利益となります。
　そこで、不法投棄の防止を目的に監視カメラを設置します。
ルールを守り、決められた日に、決められた方法で回収場所に
搬入してください。

●設置開始：平成30年３月以降　●設置場所：加津佐町Ｂ＆Ｇ駐車場（加津佐地区回収場所）

問 国土交通省九州地方整備局 雲仙復興事務所 調査課　☎０９５７－６４－４１７１
市役所管理課　☎７３－６６７６

水無川１号・２号砂防堰堤嵩上げ工事

　雲仙・普賢岳の山頂には、現在、平成噴火で流出した溶岩が何層にも重なり溶岩ドームが形成されていて、大雨や
地震等で崩壊する危険があります。溶岩ドーム崩壊による住宅等への被害を防止するために、水無川１号・２号砂防
堰提を4.5ｍ嵩上げする工事を進めてきました。今年３月に完成します。

■ 嵩上げ工事箇所

▼ 嵩上げ前 ▼ 嵩上げ後（盛土施工前） 

水無川1号砂防堰提

水無川2号砂防堰提

溶岩ドーム

4.5ｍ嵩上げした箇所

溶岩ドームを上空から見たら
約1億㎥の岩のかたまりが、雲仙・普賢岳
山頂部に不安定に存在しています。

既設砂防堰提

嵩上げのイメージ
嵩上げ部

盛土部盛土部

岩のかたまり約 1億㎥のうち、大雨や地震により崩壊可能性が高い
約1790万㎥ の下流への流下防止対策として嵩上げ工事を実施しました。 

■ 雲仙・普賢岳山頂部の溶岩ドーム

想定している規模
以上の溶岩ドーム
の崩壊に対する被
害軽減には限界が
あることから、避
難訓練など日頃か
らの備えが今後と
も必要です。
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＊省略文字説明／と：日時　ば：場所　な：内容　定：定員　り：料金　対：対象者
　　　　　　　　し：応募締切　も：申込方法　問：申し込み・お問い合わせ

市役所の担当課が
わからないときは ☎73－6600 へ

南島原市役所 市役所の担当課が
わからないときは ☎73－6600 へ

南島原市役所

問 教育総務課 ☎７３－６７０１

　　　　  南 島 原 市 奨 学 生 募 集

　南島原市奨学資金貸付制度は、市内に住所を有する人の子ど
もなどで、学習意欲に富み、優れた資質を持ちながら、経済的
な理由で修学が困難な学生に学資を貸与し、将来、社会に貢献
できる有能な人材を育成することを目的としています。

　４月２日㈪～５月31日㈭
　※書類は３月１日㈭から配布します。

■ 募集期間

　①経済的理由により、修学が困難であること
　（所得金額の基準を設けています）。
　例：世帯人員４人の場合→大学など２２９万円以下、
　　高等学校など２０６万円以下
　②人物、学業とも奨学生としてふさわしいこと
　（学力の基準を設けています）。
　例：成績証明書から算出される成績平均が５段階評価
　　で、おおむね３.０以上
　③貸付金の償還能力を有し、本市内に居住する保証人
　がいること
　※所得および学力の基準は目安です。基準外でも審査
　により認められる場合があります。

■ 貸付を受ける人の条件

　　申請に必要な書類は教育総務課および教育振興班、
西有家総合学習センターカムス、深江、布津、北有馬、
口之津、加津佐各支所に備えてあります。また、市の
ホームページからも印刷できます。
　　配布する書類の他に、在学証明書（進学先の学校が発
行）および成績証明書（１年生は直前に卒業した学校、
編入生は編入前の学校、２年生以上は在学校のもの）な
どが必要です。
※今年度卒業予定者の成績証明書は３月中の準備をお勧
めします。ただし、全ての成績（評価）が確定してから
発行してください。

■ 申請書類 ■ 奨学金の償還方法
　　当該学校卒業後から６カ月間据え置き、月
賦・半年賦・年賦のいずれかを選択していただ
きます。償還期間は、高校のみの貸付者は５年
以内、その他の場合は８年以内、退学およびそ
の他の理由により貸付を廃止された場合は３年
以内に償還していただきます。

■ 他との併願・併給
　　他の奨学金制度との併願・併給は可能です。
※独立行政法人日本学生支援機構（第一種）の奨学金と
の併給は不可です。

南島原市奨学資金償還補助金について
　南島原市の奨学資金を借りて学校を卒業
した後、市内に居住し、就労していること
などの条件を満たすと、償還した奨学金の
２分の１以内の金額が補助金として交付さ
れます。卒業後の進路として、南島原市内
への定住をご検討ください。内容について
は、お問い合わせください。

区　　分 貸与額（月額）

15,000円以内高 等 学 校
（国立海上技術学校を含む）

専 修 学 校
（２年以上の専門課程に限る）

30,000円以内大　学（短大を含む）

30,000円以内

30,000円以内

高 等 専 門 学 校

　奨学金は、毎月、本人に貸与します。ただし、
新規採用者の初回貸与は４～７月分をまとめて
７月末に貸与する予定です。なお、貸与する奨
学金は無利子です。

■ 奨学金の貸与月額

平成30年度

平成30年3月 完成


